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北海道教育大学長
田  口  　  哲

皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。

本学では、教員を目指す、あるいは地域社会の様々な分野で活躍しようと勉学に励む学生

を支援するため、平成18年12月に基金を創設し、募金活動を実施してまいりました。

この間、多くの企業・団体、同窓生、学生の保護者及び教職員をはじめとする、本学を応援

してくださる様々な方々からご寄附を賜り、これまでに、育英事業（令和5年度をもって終了）

では延べ７７８名の学生に奨学金を授与してまいりました。また、皆様からの共感により、経

済的な理由により修学が困難な学生を支援する『修学支援事業』、キャンパス独自の取組の

活性化とリノベーション（再生・刷新・創造）を実現する『キャンパス活性化リノベーション

事業』を創設・実施するなど、大変有意義に基金事業を展開することができました。

皆様から温かいご支援を賜りましたことに、心より感謝申し上げます。

さて、現代社会に目を向けると、グローバル化などの進展に加え、Society5.0の実現に向

け社会構造の変化がますます加速する中、予測困難な時代を生きる子どもたちの教育に求め

られる内容も時々刻々と変化しています。本学では、教員を「教育に関する高度な専門職業

人」と捉え、教育に関する専門的知識に裏打ちされた実践力や自ら問題の発見・解決に取り

組む基本的な臨床的研究能力、そして教育的愛情と使命感を基礎として学び続ける力を持っ

た人材を養成しています。これにより「質の高い教育をみんなに」というSDGsの目標4の

達成に寄与しています。

また、地域社会では、少子高齢化や人生100年時代の到来、地方創生の実現に向けた諸課

題が山積する中、持続可能で活力ある社会を目指した変革が求められています。本学の「国

際地域学科」と「芸術・スポーツ文化学科」では、グローバルな視点をもって地域を活性化

する人材、芸術やスポーツ文化を通じて人々に豊かで健康な生活を提案できる人材を養成し

ています。これはSDGsの「住み続けられるまちづくりを」（目標11）、「 すべての人に

健康と福祉を」（目標3）という目標達成に寄与することにつながります。

本学は、次世代を担う人材養成のため、充実した教育体制や教育を支える環境整備はもと

より、学生自身の自発的で積極的な学習への取組の奨励、経済的な理由により学業を断念す

ることなく、安心して学業に専念できるための支援を行うなど、これからも基金事業を充実・

継続してまいります。昨今メディア等でも報じられているとおり、本学を含め国立大学を取り

巻く財政は非常に厳しい状況にありますが「教員と地域人材の養成を通じて、地域の成長・

発展を牽引する大学」として、Well-beingな社会の実現に取り組んでまいります。今後とも

一層のご理解、ご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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1 令和6年度事業報告

2 基金の収支状況

■令和6年度事業として以下のとおり実施しました。

■令和6年度のご寄附の状況、支出の状況は次のとおりです。

■平成18年12月の基金創設時から、令和7年3月までのご寄附の状況、支出の状況は次のとおりです。

修学支援事業

①経済的理由により修学困難な学生に対する奨学金給付
　　　32名に対し、1人10万円 計320万円を給付
②学生の海外留学支援のための奨学金給付
　　　4名に対し、海外留学に係る渡航費用の一部補助として、1人約10万円 計368,000円を給付
③経済的理由により、修学が困難な学生を支援するため、本学の教育研究に係る業務に従事させたことに対する手当支給
　　　延べ141名に対し、基金から860,984円を支出

表 彰 事 業

意欲的に学習や自己研鑽に励み、学業成績優秀な学生や課外活動等の成果が特に顕著な学生等を表彰
（表彰状及び記念品を贈呈）
　　　学業成績優秀者16名、
　　　その他の表彰（課外活動、ボランティア活動等）個人8名

キャンパス指定事業

各キャンパスの修学環境整備、学生支援、教育支援、就職支援、学生活動支援等及び周年事業等

附属学校（園）支援事業

各附属学校（園）の施設・設備の整備及び活動支援事業、リノベーション事業等

収　　入
前年度からの繰入 60,252,208 
修学支援事業 1,544,254 
その他の事業 53,485,005 

表彰事業等 260,919 
研究プロジェクト・公開講座等支援事業 14,637 
キャンパス指定事業 32,034,449 
附属学校（園）支援事業 21,175,000 

合　　　　計 115,281,467 

収　　入
修学支援事業 58,157,943 
その他の事業 432,493,715 

表彰事業等 98,457,032 
研究プロジェクト・公開講座等支援事業 35,277 

キャンパス指定事業 243,381,412 
附属学校（園）支援事業 90,619,994 

合　　　　計 490,651,658

支　　出

修学支援事業 4,428,984 
その他の事業 52,218,368 

表彰事業等 327,384 
研究プロジェクト・公開講座等支援事業 0 
キャンパス指定事業 31,009,988 
附属学校（園）支援事業 20,880,996 

管理費（リーフレット、手数料等） 989,061 
合　　　計 57,636,413 
差引収支額 57,645,054 

支　　出
修学支援事業 41,831,627 
その他の事業 384,285,137 

表彰事業等 96,039,996 
研究プロジェクト・公開講座等支援事業 0 
現代的教育課題への研究支援事業 306,188 
キャンパス指定事業 210,477,248 
附属学校（園）支援事業 77,461,705 

管理費（リーフレット、手数料等） 6,889,840 
合　　　計 433,006,604 
寄附金残額 57,645,054 

（単位：円）

（単位：円）

2



3 修学支援事業の受給者から

奨学金給付事業

◆ 札幌校　教員養成課程　理数教育専攻　１年　芳野　蓮大

この度は修学支援事業の奨学金を賜り、心より御礼申し上げます。皆様の温かいご支援のおかげで、経済

的な不安を抱えることなく学業に専念できております。日々の学びを大切にし、自らの専門性を高めるととも

に、将来は社会に貢献できる人材へと成長してまいります。皆様のご厚意に報いることができるよう、一層努

力を重ねてまいります。

◆ 旭川校　教員養成課程　教育発達専攻　１年

この度は、北海道教育大学基金より奨学金を授与していただき、誠にありがとうございます。このような形

で学業の成果を評価していただけたことを、大変嬉しく光栄に思います。多くの方々に支えられて自身の大

学での学びが実現していることを改めて実感し、身の引き締まる思いです。

今後も自身の生活や学びを支えてくださっている方々への感謝の気持ちを忘れずに、これからは私自身が

多くの方々の支えとなり社会に貢献していくことのできるよう、将来に向けての努力を地道に積み重ね続け

ていきたいと思います。

温かくご支援いただいた皆様に、改めてお礼申し上げます。ありがとうございました。

◆ 釧路校　教員養成課程　地域学校教育実践専攻　３年　相田　遥

この度は修学支援事業によるご支援を賜り、心より感謝申し上げます。奨学金のおかげで、経済的な理由

によって学びや挑戦を諦めることなく、日々の学修や教育実習、研究に全力で取り組むことができました。

学ぶ中で、人と関わりながら共に成長する教育の意義を強く実感しています。将来は、生徒一人ひとりに寄り

添い、教えるだけでなく、生徒からも多くを学び続ける教師を目指したいと考えています。

皆さまのご厚意を胸に、今後も研鑽を重ねてまいります。

◆ 旭川校　教員養成課程　国語教育専攻　２年　菅原　幸汰

この度、多大なるご支援の下に奨学金を授与していただいたこと、また、努力を認めて

いただきましたことに感謝申し上げます。たいへんありがたく拝受いたしました。これ

までに教育は言わずもがな文学・哲学と、他にも数多を学び、日々を過ごしてきました。

それは大学生の本分が「学問する」という他の何にも代置のできぬ価値あるものに

存することを、一貫して信じてきたためです。これからもそれを念頭に学を希み精進

して参ります。

この度は、北海道教育大学基金より奨学金を授与していただき、誠にありがとうござい

ます。このような形で大学での日々の学びを評価していただき、大変光栄に思います。

私がこうして奨学生に選んでいただけたのは、先生方や周囲の方々に支えていただけて

いるおかげです。

多くの方々に支えていただいていること、ご支援をいただいたことへの感謝の気持ち

を忘れずに、今後も学びを深めていき、日々精進して参ります。この度は誠にありがとう

ございました。

◆ 釧路校　教員養成課程　地域学校教育実践専攻　１年　杉本　藍
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◆ 函館校　国際地域学科　地域協働専攻　３年　宮本　尚哉

この度は、北海道教育大学基金より奨学金を授与していただき、心より感謝申し上げ

ます。これまでの努力をこのような形で評価していただき大変光栄に存じます。大学

生活も残りわずかとなりましたが、ご支援いただいた皆様への感謝の気持ちを忘れず、

今後も自己研鑽に努めるとともに、市職員として地域の方々へ還元できるよう精進して

参ります。ご支援いただいた皆様、この度は誠にありがとうございました。

◆ 岩見沢校　芸術・スポーツ文化学科　美術文化専攻　３年　柳谷　日那

この度は、北海道教育大学基金より奨学金を授与していただき、心から感謝申し上げます。

私は作品制作を日々行っており、制作と学業の両立を励んだ成果をこのような形で評価していただき、大変

光栄に思います。将来は大学４年間で学んだことを、仕事を通して社会に貢献していきたいと考えており

ます。

皆様の温かいご支援に重ねてお礼申し上げます。この度は誠にありがとうございます。

今回は、皆様からの貴重な奨学金を授与していただき、誠にありがとうございます。

正直に言いますと、私が学業に励む中で最も負荷を感じるのは、金銭について考える時

です。大学に通うことはもちろん、本や紙を買うこと、様々な活動に参加するための参加

費や移動費など、知識を得るには多くのお金が必要です。ですが、両親や本学の教育を

支援し寄付してくださる皆様のおかげで、私は一歩踏み出すことができています。

残り2年間も皆様の応援に応えられるよう、今しか得られない“知識”という財産を築

き上げていきたいと思います。本当にありがとうございました。

◆ 岩見沢校　芸術・スポーツ文化学科　美術文化専攻　３年

この度は修学支援事業の奨学金を授与していただき、誠にありがとうございます。本奨学金のおかげで経

済的な不安が和らぎ、安心して作品制作や学業に集中することができました。大学生活は想像していたより

も楽しく、とても思い出の多い時間でした。また、卒業後も自分の決めた進路に自信を持って進むことができ

そうです。今後は自分の目標に向かって努力を重ね、成長した姿で恩返しができるよう精進してまいります。

この度は、充実して実りのある大学生活のために支援してくださり、本当にありがとうございました。

◆ 岩見沢校　芸術・スポーツ文化学科　美術文化専攻　３年　和田　明日香

この度は北海道教育大学基金より奨学金を授与していただき、誠にありがとうございます。奨学生に選ん

でいただき大変嬉しく光栄に思っております。今後は教員・学芸員の２つの視点から、美術館におけるスクー

ルプログラムの充実に貢献できるように努力を続けます。最後にご支援いただいた方々に改めてお礼申し上

げます。

◆ 函館校　国際地域学科　地域協働専攻　２年　佐藤　凜
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海外留学支援事業

◆ 札幌校　教員養成課程　芸術体育教育専攻　３年　山根　里菜

この度は、北海道教育大学基金より多大なご支援を賜り、誠にありがとうございます。

いただいた支援金は、私の韓国留学の渡航費として大切に活用させていただきまし

た。皆さまのお力添えのおかげで無事に渡航を終え、安心して韓国での生活を開始する

ことができました。

現在は、留学先の大学でデザインを専門的に学び、授業や制作活動を通して新しい表

現や視点に触れ、日々大きな刺激を受けております。

この経験を今後の成長につなげ、努力してまいります。

◆ 函館校　国際地域学科　地域協働専攻　３年　関口　風花

この度は、シドニー工科大学への交換留学にあたり、多大なご支援をいただき、心より

感謝申し上げます。

シドニーでの5ヶ月間、多国籍な学生との交流の中で、当初感じた英語の壁を乗り

越え、語学力だけでなく、コミュニケーションにおける積極性やマインドの重要性を強く

実感いたしました。

また、全てを自分自身で判断し行動する環境において、留学先の授業はもちろん、

住居の手配や異文化での生活基盤を自力で確立する経験を通して、「自らの意志や

判断に基づいて行動する主体性」を強く養うことができました。

この留学で得た新たな視点と、失敗を恐れずに挑戦し続ける姿勢を糧に、今後の大学

生活、そして将来へ繋げてまいります。

この度は、北海道教育大学基金より海外渡航費用をご支援いただき、心より感謝申し

上げます。

海外留学を通して言語や文化を深く学ぶことができ、大きな成長の機会となりました。

また、専門分野であるデザインも、日本との違いを感じながら、学ぶことができています。

このようなご支援があったからこそ得られた貴重な経験です。

今後も学びを活かし、より一層精進してまいります。本当にありがとうございました。

◆ 函館校　国際地域学科　地域協働専攻 ３年　船山 花野

この度は、北海道教育大学基金より海外留学渡航支援金を授与していただき、誠にありがとうございます。

これまでの努力や成果をこのような形で評価していただいたことを大変嬉しく思います。

留学先では、海外でしかできない経験をたくさんすることができ、多くの学びを得ることができました。今

後もこの経験を生かし、努力を重ね、更なる自己研鑽に励んでいきたいと思います。

最後に、皆様の温かいご支援に重ねてお礼申し上げます。

◆ 札幌校　教員養成課程　芸術体育教育専攻　３年　菅原　考悟
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4 修学支援事業の受給者数

（単位：人 ）

区　分 札幌校 旭川校 釧路校 函館校 岩見沢校 計

平成28年度

大学院生 1 ー 1 ー ー 2

学部学生 ー ー 2 2 ー 4

（計） 1 0 3 2 0 6

平成29年度

大学院生 1 ー ー ー ー 1

学部学生 5 2 3 3 1 14

（計） 6 2 3 3 1 15

平成30年度

大学院生 ー ー ー ー ー 0

学部学生 3 3 2 7 1 16

（計） 3 3 2 7 1 16

令和元年度

大学院生 ー ー ー ー ー 0

学部学生 7 6 6 8 3 30

（計） 7 6 6 8 3 30

令和２年度

大学院生 ー ー ー ー ー 0

学部学生 3 1 7 6 1 18
新型コロナに対する

緊急学生支援 92 123 102 133 118 568

（計） 95 124 109 139 119 586

令和３年度

大学院生 ー ー ー ー ー 0

学部学生 7 5 2 4 3 21
新型コロナに対する

緊急学生支援 37 94 88 148 70 437

（計） 44 99 90 152 73 458

令和４年度

大学院生 ー ー ー ー ー 0

学部学生 9 9 2 5 4 29

（計） 9 9 2 5 4 29

令和５年度

大学院生 ー ー ー ー ー 0

学部学生 10 8 7 5 7 37
物価高に対する

経済支援 145 151 101 164 104 665

（計） 155 159 108 169 111 702

令和６年度

大学院生 ー ー ー ー ー 0

学部学生 10 5 5 10 6 36
本学の教育研究に
係る業務補助手当 22 16 17 26 60 141

（計） 32 21 22 36 66 177

計 352 423 345 521 378 2,019
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5 寄附者のご紹介

北海道教育大学基金は、平成１８年１２月に創設以来、これまで多くの方々にご協力をいただき、学部学生、
大学院生への支援をはじめ、寄附講座開催や修学環境整備等への支援を行っております。

ここに、そのご厚志に対し感謝を申し上げますとともに、ご同意をいただいている方々のご芳名とご寄附額を
ご紹介させていただきます。

■寄附者ご芳名　※令和6年４月～令和7年３月までにご寄附をいただいた方々を掲載しております。

企業、法人、団体等（ ご芳名とご寄附額の掲載についてご承諾いただいた企業、法人、団体等）

7

10万円未満

岡本ひ尿器科医院 様 ばぐぅす屋 様

曲〆髙橋水産株式会社 様 北海道教育大学事務系職員OB・OG会 様

株式会社 札幌篠路自動車学校 様 北海道教育大学生活協同組合 様

札幌商工会議所 様 北海道教育大学附属函館中学校　32期一同 様

月館測量設計株式会社 様 株式会社北海道新聞社 様

合同会社つれづれ 様 ライフ・ジャパン合同会社 様

株式会社 中山薬品商会 様 株式会社れんせい 様
※五十音順

企業、法人、団体等（ ご芳名のみ掲載についてご承諾いただいた企業、法人、団体等）

株式会社天野屋 様 株式会社 moderate 様

社会福祉法人 北ひろしま福祉会 様 株式会社 もめんどき 様

さっぽろアートビーンズ 様 惑星コーネリアス　安田 育人 様

三ツ輪運輸株式会社 様 ※五十音順

興部町立興部中学校 様 北海道教育大学釧路校後援会 様

株式会社グレースおか 様 北海道教育大学札幌校教育後援会 様

クロスセンシング株式会社 様 北海道教育大学 青陵会 様

株式会社ZAWA.com 様 北海道教育大学 夕陽会 様

株式会社 真生工業 様 北海道教育大学夕陽会学生支援 様

医療法人社団石史山会札幌スポーツクリニック 様 北海道教育大学函館校尚学会 様

一般社団法人全国スーパーマーケット協会 様 北海道教育大学附属札幌小学校教育後援会 様

空知リゾートシティ株式会社 様 北海道教育大学附属札幌中学校教育後援会 様

一般社団法人北師同窓会 様 北海道教育大学附属函館中学校教育後援会 様

株式会社 北海道アルバイト情報社 様 北海道教育大学六稜会 平成6年卒  様

北海道教育大学旭川校後援会 様 北海道教育大学六稜会 平成7年卒 虹の会 様

北海道教育大学 鶴陵会 様 六稜会48期同期会「 よっしゃの会」 様
※五十音順

10万円以上



個人（ ご芳名とご寄附額の掲載についてご承諾いただいた個人）
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10万円以上

菊 地 　 圭 様 小 林 真 二 様 田 口 　 哲 様 萩 原 義 昭 様 ※五十音順

10万円未満

青 木 昌 雄 様 東 　 恵 子 様 東 　 健 治 様 渥 美 伸 彦 様 荒 川 隆 志 様

石 田 光 広 様 板 垣 壮 史 様 一 條 昌 子 様 植 木 克 美 様 繪 面 和 子 様

小 川 邦 彦 様 奥 田 知 靖 様 奥 平 　 理 様 加 賀 重 仁 様 風 間 和 夫 様

梶 原 保 範 様 金 光 秀 雄 様 上 山 　 真 様 北 守 昭 文 様 絹 野 重 治 様

木 村 大 輔 様 木 村 勇 太 様 日 下 部 　 心 様 小 島 容 子 様 後 藤 泰 宏 様

小 林 佳 之 様 鷺 山 晶 之 様 佐 々 祐 之 様 佐 々 木 　 馨 様 佐 藤 康 幸 様

志 手 典 之 様 末 石 篤 司 様 須 藤 由 司 様 千 賀 　 愛 様 玉 井 康 之 様

對 馬 秀 俊 様 辻 村 淑 恵 様 冨 田 幸 雄 様 中 里 勝 平 様 中 島 太 郎 様

中 西 紗 織 様 中 村 貢 三 様 中 村 秀 夫 様 中 山 雅 雄 様 野 村 　 卓 様

芳 賀 　 均 様 羽 賀 將 衛 様 萩 原 祥 子 様 萩 原 智 昭 様 橋 田 恭 一 様

橋 爪 　 彩 様 畠 山 　 大 様 波 並 　 孝 様 樋 口 英 子 様 藤 澤 菜 々 様

札 内 征 男 様 本行寺原 一彰 様 前 田 克 彦 様 松 浦 俊 彦 様 三 上 　 修 様

湊 　 弘 毅 様 森 　 健 一 郎 様 八 木 利 夫 様 安 川 禎 亮 様 山 口 未 佳 様

山 田 秀 樹 様 山 本 理 人 様 横 川 裕 宣 様 ※五十音順

個人（ ご芳名のみ掲載についてご承諾いただいた個人）

青 山 眞 二 様 阿 形 　 昭 様 浅 井 　 淳 様 浅 原 宏 樹 様 石 原 貴 文 様

奥 村 　 広 様 大 久 保 昌 史 様 蒲 池 匡 文 様 木 村 育 恵 様 栗 田 俊 一 様

越 川 茂 樹 様 小 宮 英 治 様 近 藤 美 幸 様 齋 藤 雅 史 様 柴 田 裕 貴 様

嶋 田 　 聡 様 杉 本 典 充 様 鈴 木 隆 司 様 鈴 木 敏 夫 様 髙 見 太 也 様

谷 口 幸 雄 様 鶴 　 素 直 様 中 塚 英 俊 様 中 西 真 之 様 南 部 正 人 様

早 勢 裕 明 様 樋 口 壽 夫 様 二 ツ 山 政 治 様 本 庄 十 喜 様 森 　 晶 子 様

八 木 彩 香 様 八 島 勝 宏 様 谷 中 博 文 様 山 崎 ル イ 様 横 山 　 悟 様

吉 田 安 規 良 様 ※五十音順



6 基金が支える取組事業

■ 札幌校における改修後の学修空間について
今回の改修工事は、講義棟改修３期計画の第2期目

として令和5年10月から着工しました。「30年後の
大学教育にも対応できる教室を目指して」を基本コン
セプトに、老朽化した講義棟の再生、学修空間の機能
改善を目的として実施され、このたび竣工しました。

改修後の学修空間には、企業や後援会の皆様から
ご寄附いただきました北海道教育大学基金を活用し、
ラウンジに机や椅子等を設置しました。あわせて通
信環境や電源設備も整備され、学生が学修やミーティ
ング等で自由に利用できる、快適で開かれた空間と
なっています。

また、講堂においては、プロジェクターや音響設備
などの視聴覚設備を刷新し、入学式・卒業式等の各種

イベントに加え、大人数の講義も行えるようになりま
した。

■ 旭川校で「令和６年度教職シンポジウム」を開催しました
令和６年８月７日（水）及び１１月１５日（金）の２日

間において、皆様からご支援いただきました北海道教
育大学基金を活用し「令和６年度教職シンポジウム」
を開催しました。１回目は教育実習Ⅰの事前指導の一
環として学部３年生を対象に、２回目は全学部生及び
大学院生の希望者を対象として実施し
たものです。

本企画は、教育実習を控えた3年生
や教職志望の全学生を対象に、現職
教員との対話を通じて教育現場への
理解を深めることを目的としたもので
す。両日とも、現職教員５名をシンポ
ジスト、現職校長１名をコーディネー
ターとしてお迎えし、学校経営、学習・
生徒指導、部活動、保護者や地域との
連携など、多岐にわたるテーマについ
て、実際の教育現場の貴重なご経験を
語っていただきました。

参加した学生たちは、教職のリアル

な現状や課題に触れることで、実習や将来の教職生活
への意識を高め、就職に向けた意欲を新たにしていま
した。旭川校では、今後もこうした取組を通して、学生
に教職の魅力を伝えてまいります。多大なるご支援
に心より感謝申し上げます。

「教職シンポジウム（教育実習に向けて）」実施の様子（ ８月実施）

学修空間使用の様子① 学修空間使用の様子②

講堂改修後の様子
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■ 令和6年度新入生研修について
釧路校では、北海道教育大学基金のご支援を活用

し、新入生全員（195名）を対象とした「 へき地小規
模校・義務教育学校への訪問研修」を実施いたしま
した。

本研修は、釧路・根室管内の広大なエリアに点在
する9市町村（釧路市、釧路町、厚岸町、浜中町、標茶
町、弟子屈町、鶴居村、白糠町、根室市）の学校現場を
フィールドとしています。実施にあたっては、現地へ
の移動手段となる貸切バスの費用を基金より支出い
たしました。

「令和の日本型学校教育」を体現する義務教育学
校やへき地小規模校を訪問し、児童生徒との交流や
観察を行うことで、教職を目指す原点を確認すること
が本研修の目的です。

今年度は、各教育委員会及び22校の多大なるご協
力のもと、充実した研修となりました。学生たちは訪
問体験に加え、事前・事後学習を通じて互いの経験を
共有し合い、地域ごとの教育の特色や課題について多
面的に理解を深めました。

■ 函館校の創立１１０周年を記念した各種事業を実施しました
函館校は令和６年度に創立１１０周年を迎え、これ

を記念して様々な事業を実施しました。
令和６年６月５日（水）には、全国スーパーマーケッ

ト協会・北洋銀行・本学の合同主催による「寄附特
別講座プレミアムセミナー 」を開講し、９月２８日（土）
には「創立百十周年記念式典・祝賀会」を挙行する
など、学内外の皆様と共にこの大きな節目を祝いまし
た。

また、尚学会（後援会）や夕陽会（同窓会）をはじ
め、皆様から賜りましたご寄附（北海道教育大学基金）

を活用し、学生の修学・生活環境の改善を行いました。
福利厚生会館１階の女子トイレは、食堂に近い利便性
を考慮してパウダーコーナーを新設するなど、快適な
空間へと全面改修いたしました。あわせて、学生同士
の交流や自習に利用できるスペースを整備し、持ち込
みＰＣ等（ＢＹＯＤ）に対応した電源設備も拡充しま
した。

函館校は、これまでの歴史を支えてくださった皆様
に深く感謝するとともに、次の時代に向けたさらなる
発展を目指してまいります。

共用自習室

研修の様子①

福利厚生会館の女子トイレ

研修の様子②
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■ 岩見沢校サッカー部の活動支援について
令和６（ ２０２４）年度、岩見沢校サッカー部は、ス

ローガン「共緑（ きょうりょく）－仲間とともに・地
域とともに・北海道とともに－」及びビジョン「北海道
サッカーの価値を高める」を掲げ、リーグ戦全勝優勝
と全国大会での飛躍を目指し、精力的に活動してまい
りました。

今シーズンの実績としましては「総理大臣杯北海
道予選 」で見事優勝を果たしました。しかしながら、
リーグ戦においては惜しくも準優勝という結果とな
り、目標としていた完全優勝にはあと一歩及びません
でした。部員一同、この悔しさをバネに、来シーズン
での王座奪還を固く誓い、より一層練習に励んでおり
ます。

なお、「 ２０２４年度第４３回北海道学生サッカー
リーグ」におきましては、リーグ戦を通じて特に顕著
な活躍を見せた写真の５名が表彰されました。（※学
年は令和６年度現在のものです）

本年度も、北海道教育大学基金を通じた皆様から
の温かいご支援により、遠征費や大会参加費、日々の
練習環境の整備など、多大なるご支援を賜りました。
充実した環境でサッカーに打ち込めることに深く感
謝申し上げます。

私たちは次なる目標に向け、既に新たなスタートを
切っております。1年間のご支援、誠にありがとうござ
いました。今後とも岩見沢校サッカー部への熱い応
援をよろしくお願いいたします。

【優秀選手賞】
左：菅 野 紘 希（4年/主将）

中央：金 子 真 貴 人（4年/副主将）
右：和 嶋 陽 佳（1年）

【優秀新人賞】
左：佐 藤 麻 陽（1年）
右：横 山 太 輝（1年）

【最優秀新人賞】
和 嶋 陽 佳（1年）
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■ キャンパス活性化リノベーション事業について
本学では、新時代の幕開けとなった令和元年に、本学が７０周年を迎えることを契機に、キャンパス独自の

取組の活性化とリノベーション（再生・刷新・創造）実現を目的とする『キャンパス活性化リノベーション事業 』

を創設しました。

令和６年度は【函館校】地域教育・協働環境整備事業事業で寄附目標額を達成いたしました。

キャンパス活性化リノベーション事業の詳細は、以下からご覧いただけます。

本学ホームページ　https://www.hokkyodai.ac.jp/intro/effort/renovation.html

7 お知らせ

キャンパスの再生と
創造への「共感」。

本事業に対する寄附金

寄附総額　1,949,000円

（寄附目標額150万円/達成率129.9％）

令和６年度にキャンパス活性化リノ

ベーション事業として実施した「地域

教育・協働環境整備事業 」につきまし

て、令和７年３月末に改修工事が完了

いたしました。

附属函館中学校の教育研究実践棟

は、教育実習や教育支援を行う大学生

の活動・準備の拠点、中学校の学習や

課外活動の場として活用されています

が、設置時の予算の都合により不便な

状態が続いていました。トイレや水場、

駐輪場、空調設備などを新設すること

により、さらに快適・安全に、地域の教育・文化を協働して創出する環境が整いました。

これにより、新たなつながりが生まれ、地域の活性化に寄与できると考えています。

各種の整備により、今後さらに地域の支援者の皆様からのサポートをいただきながら、新たな学校教育

支援モデルを構築していけるよう努めてまいります。また、特別支援学校、小学校、中学校、大学の連携拠

点としての役割を果たしていきたいと考えております。

これからも、地域の皆様との共生をさらに実現し、魅力あふれる学校づくりを進めてまいります。今後と

も、皆様の温かいご支援・ご声援を賜りますよう、何卒お願い申し上げます。

《函館校》地域教育・協働環境整備事業

多目的トイレ 洗い場・給湯スペース 空調設備 音響設備
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■ Giving Campaignのご案内とお礼
令和7年10月、学生の課外活動の支援を目的としたオンラインチャリティイベント「Giving Campaign（ギビ

ングキャンペーン）」を開催しました。

日本全国の大学や学生団体が参加する国内最大級のオンラインチャリティーイベントで、各大学の関係者や

OB・OG等どなたでも参加可能です。参加者は応援したい学生団体への投票や応援メッセージのほか、寄附に

よる支援を行うことができます。

今年度はたくさんの卒業生や地域の皆様にご参加いただき、4,971票の応援投票と124件

のご寄附をいただきました。心より感謝申し上げます。

令和８年度も同イベントを開催いたしますので、ぜひ皆様から学生団体への応援をお待ちして

おります。
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藍染ハンカチ 木皿 石版レプリカコースター

基金事業は、本学の学生に対する支援並びに大学及び附属学校（園）の教育研究環境の整備・充実等を図ることにより、
一層の教育研究活動の推進に資することを目的としています。

また、令和６年度の税制改正を踏まえ、修学支援事業の対象に障害学生支援を追加して実施することといたしました。
本学基金事業について、今後とも一層のご理解、ご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

1 表彰事業
北海道教育大学学生表彰規則（平成16年規則第130号）第２条に該当する個人
又は団体に対する表彰

2 修学支援事業（税額控除対象）
●経済的理由により修学困難な学生に係る以下の措置への支援

・授業料の減免
・奨学金の給付
・海外留学に係る渡航費用の一部補助
・本学の教育研究に係る業務に従事させたことに対する手当の支給

●�障害のある学生等に対して、当該学生等の障害の状態に応じた合理的な配慮を提供する措置への支援

3 修学環境整備事業
教室等の施設・設備の整備及び教育環境の整備

4 附属学校(園)支援事業
附属学校(園)の施設・設備の整備及び活動支援事業

5 その他基金の目的達成に必要な事業
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■寄附者のご芳名の掲載について
ご寄附をいただいた方々への感謝の意を込めまして、本学のホームページにご芳名を掲載させていただきます。

また、高額のご寄附をいただいた方々につきましては、本学ホームページ上のWeb寄附者銘板にご芳名を刻み、末永く
顕彰させていただきます。
※ご芳名の掲載の削除を希望される場合は、その旨ご連絡くださいますようお願いいたします。

■贈呈品について
一定額以上のご寄附をいただいた方々に、北海道教育大学関連の贈呈品を差し上げております。

■定期演奏会等への御招待について
　一定額以上のご寄附をいただいた方々に、北海道教育大学が実施するイベント（定期演奏会など）にご招待します。

主な事業概要

寄附者様特典

・コースターについて
北海道教育大学岩見沢校の美術文化専攻でイラストレーションを学んでいる学生がデザインしました。このコースター
は、北海道教育大学の様々なことに挑戦する学生達の姿と楽しげなキャンパスライフをイメージして表現しました。

・藍染ハンカチについて
国際交流関係来客時の贈呈品としても用いており既製品ではなく、自然の材料のみ使用した「 天然灰汁発酵建て」の
藍染ハンカチです。

・木皿について
北海道教育大学岩見沢校の美術文化専攻で木材工芸を学んでいる学生が制作した木の器です。塗装は無害なオイル
仕上げにより、木肌の暖かみを直に感じて頂ける木皿です。

・石版レプリカについて
石版レプリカは、北海道教育大学札幌校に展示されている、故・伊藤隆一名誉教授の漆工芸作品を元に制作された作
品です。



■対象：修学支援事業
平成28年度税制改正により、国立大学等が実施する修学支援事業に充てられる個人からの寄附にかかる

所得税の税額控除制度が導入されることとなりました。
北海道教育大学基金の修学支援事業へのご寄附は税額控除の対象となりますので、確定申告の際に寄附

者様において、所得控除又は税額控除のいずれかを選択することができます。

《例：年収500万円の寄附者が1万円寄附した場合》
○税額控除の例：税率に関わりなく、8,000円×40％＝3,200円
○所得控除の例：（10,000円－2,000円＝8,000円）×（税率10％（平均的な世帯の諸控除額を想定））＝800円
� 国立大学協会資料から一部転用

【 お問い合わせ先】

北海道教育大学基金事務室
〒002-8501	札幌市北区あいの里5条3丁目1番3号
	 北海道教育大学総務企画部総務課内
	 TEL：011-778-0914,0206　FAX：011-778-0631
	 E-mail : koho@j.hokkyodai.ac.jp
	 https://www.hokkyodai.ac.jp/intro/fund/
� 2026.3発行

税制上の優遇措置（税額控除制度について）

■■　北海道教育大学古本募金　■■

皆様が読み終えた書籍等を提供いただくと、その買取金額が「北海道教育大学基金 」に

寄附されます。ホームページからのお申し込みに加え、各キャンパスに回収ボックスも

設置しております。不要となった書籍、ＣＤ、ＤＶＤなどのご寄附をお待ちしております。

詳細はWebサイトをご覧ください。

■■　クレジットカード決済によるご寄附について　■■

北海道教育大学基金のWebサイトからお申込みいただけます。

詳細はWebサイトをご覧ください。　　　　　　　　　　 北海道教育大学基金 検索

北教大古本募金 検索


